36.呼吸管理面よりみた頸髄損傷治療の検討(第582回千葉医学会例会・整形外科例会) by 広瀬,彰 et al.
185 第582回千葉医学会例会・整形外科例会 
36. 呼吸管理面よりみた頚髄損傷治療の検討 
0広瀬彰，大木健資，音琴勝
勝呂徹(君津中央)
伊東範行(千大・麻酔) 
11例の頚損患者に対し呼吸管理を行ない肺合併症によ
る死亡はなかった。症例を検討するに次の結果を得た。 
C4，C5完全麻:庫例は治療法を問わず気道の確保が必要
である。 C6完全麻2庫例では術後経鼻挿管の留置が必要
である。 C7以下の麻庫例で、は必ずしも気道確保は必要
としない。肺感染症，脳挫傷，鼓腸など合併症を認める
ものは麻嘩高位に関係なく気道の確保が必要となること
がある。 
37. 頚椎に発生した Aneurysmalbone cystの1例
。佐々木孝，松原保，北島忠昭
(沼津市立)
小林健一ー (富山日赤) 
Aneurysmal bone cystは比較的稀な良性骨腫虜であ
るが関節運動制限，脊髄圧症状を呈することがあり早期
診断治療が必要となる。診断は臨床，病理学的所見等に
より総合的に行なう。治療は掻腿，放射線療法があるが
最近，照射後肉腫発生の報告がある。我々は18歳男子，
第4頚椎練突起に発生した本疾患に掻艇と放射線治療を
行い良好なる経過を得たが，照射後の肉腫発生には十分
注意して経過をみた。 
38. Neuralgic Amyotrophyの12症例について 
0服部孝道(松戸市立・神内)
玉置哲也，小林英夫(千大)
肩甲帯から上腕にかけての激しい疹痛と，それに随伴
する上腕神経叢支配筋の弛緩性麻症と筋萎縮が主症状
で，知覚障害は軽是な予後良好な疾患である Neuralgic 
Amyotrophyを12例経験した。発生年齢は18歳から 68
歳，平均40歳，男女比は10対 2，障害側は左 4右6両側 
2，全例に Deltoid，Biceps，Spinatiの障害があり， 
12例中 9例は 3ヶ月以内に疹痛が消失しており， 7例が
平均 9ヶ月で回復した。本症の充分な認識は実地診療上
疾患鑑別，予後判定等に有用である。 
39. 腰部椎間板ヘルニア手術(ラブ法)成績の検討
。金元良人，渡辺英詩(渡辺整形)
骨原道和(千大)
昭和46年より，腰部椎間板へルニヤ 171症例のうち，
ラブ法は140例で，年代は 20代，部位は L4-5椎間，ミ
エロ一所見は1， n型が多かった。術後成績は， Exel・ 
lent 67%，Goot 17%，Fair 12%，Poor 4 %であっ
た。合併症は，感染2例以外なく，他椎間への再発 3
例， double herniation 5例であった。出来るだけ， 
clry fIelclを獲保し， atrumaticに行えば，手術侵襲も
少し有用な方法である。 
40. 腰部椎間板ヘルニアの骨化と思われる 1症例 
0国井光隆，山下武広，鈴木弘
高橋和久(千葉市立)
椎間板へノレニヤにて入院の 36歳男性で術前， L4下縁
に脊椎管内骨化巣を認めた。脱出稚間板は大豆大の骨化
巣を含んでおり，組織所見では変性椎間板と骨化巣との
間は連続性を保ち血管結合織の増生と骨化予備層の存在
がみられた。他に単純X線及び Discogramの所見等よ
り腰椎椎間板ヘノレニヤの骨化と記断した。手術は直視下
に骨化巣を確認する目的から Cloward-山口変法による
後方固定術を行ない良い結果を得た。 
41. 腰椎前方固定術の成績移植骨癒合不全例の検討 
0田波秀文，富田裕，梅田透
南昌平(金沢病院)
対象とした腰椎前方固定術症例数は 344例であり，癒
合不全例の発生頻度は高齢者に多くみられ，全症例では 
7.8%であった。部位別では L5/S間固定に多発の傾向が
あり，特に多椎間固定でも下位椎聞に当る L5/S聞に多
くみられた。症患、別では圧倒的にとり症に多くみられ
た。癒合不全例の移植骨の変化は，下線との恋合不全が
多く，多椎間固定例では下位推間固定部の圧潰，吸収が
みられた。なお癒合不全例に対し， Bosworth法を施行
し好成績を得た。 
42. 腰椎前方固定術における山型骨移植 
0重広信三郎，清水完次朗，三枝修
小沢俊行(県立東金)
黒岩嘩光(黒岩整形)
腰椎前方固定術時の骨移植に際して，母床を前方から
